
令和元年度（２０１９年度）熊本県 ZEHセミナー 

アンケート集計結果 

■セミナー全般への意見

・大変参考になった・非常に勉強になった。 

・どのようにお客様へ ZEHを説明し、話を進めていくのか、事例を含めての 

講義がとても勉強になった。 

・ZEHが最終的にお客様へのメリットになるということが分かった。 

・電気代に支払うお金を断熱や設備に充てることで、ランニングコストが下がり、トータ

ルコストが下がるということがとても参考になった。 

・ZEBの推進についても取組等の案内をしてもらいたい。 

・ZEHの必要性を感じた。 

■熊本県内に ZEHを普及促進するには、どのような取組が必要だと思うか

・自治体からの補助もしくは税制措置（固定資産減免）→結局は経済メリット 

・優良な工務店と、太陽光発電が得意な地元の優良な電気設備店のマッチングの場 

・エネルギーの使い方に関する意識を持つこと 

・補助金制度の充実、補助金制度の使いやすさ、申請しやすさ 

・SDGs の普及も進んでいるので、それに合わせて、住宅は今後「ZEHが基 

準」と周知できるような勉強会や取組があると、大人も子供も ZEHを知ってもらえる

と思う。 

・まずは周知することが大事であると感じる。（メリットや ZEHという言葉そのものにつ

いて、TVコマーシャル・広報誌・セミナー等による周知） 

・各事業者への施工指導 

・ZEHに対するメリットを共有・統一化する。 

・建築関係だけでなく、新築やリフォームを考えている市民に知らせる機会が必要。中小

企業団体にも流布して、裾野を広げた機械があれば。老人会などの団体への説明も有効

なのではないか。また、保育園生や幼稚園生の保護者に、子育てと健康のためにもチラ

シを入れてセミナーへいざなうことも良いと思う。 

・ZEHへの取組ができていないメーカーを集める工夫。 

・これから家を建てようと考えている人達への広報。ZEHとは何か、なぜ ZEHになるの

かがわかっていない。 

・カルフォルニア州の州法のような、法律（条例）の制定。 

・特に ZEHの補助金を申請する際にハウスメーカーの業務負担（工期、申請業務）が大

きいため、簡素化できないのか。 

資料６














